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わ
が
国
は
、
国
土
の
約
51
％
に
お
よ
ぶ

広
大
な
面
積
が
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
雪
は

国
民
生
活
に
と
っ
て
切
っ
て
も
切
れ
な
い

存
在
で
あ
る
。
と
き
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
豪

雪
災
害
と
い
う
厳
し
い
自
然
の
猛
威
が
わ

れ
わ
れ
に
牙
を
む
き
、
国
民
の
生
命
を
奪

い
、
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
や
産
業
の

発
展
を
阻
害
し
て
き
た
。
一
方
、
雪
は
山
に

降
り
、
や
が
て
雪
解
け
水
と
な
り
、
豊
か
な

土
地
、
水
資
源
、
優
れ
た
自
然
環
境
な
ど
を

生
み
出
し
て
き
て
い
る
の
は
紛
れ
も
な
い

事
実
で
あ
り
、
雪
と
向
き
合
い
、
ど
う
克
服

し
、
ど
う
有
効
活
用
し
、
共
生
し
て
い
く
か

は
わ
れ
わ
れ
日
本
国
民
に
と
っ
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
。

　

過
去
を
振
り
返
る
と
豪
雪
災
害
と
い

う
言
葉
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、

1
9
6
1
年
に
日
本
海
側
一
帯
を
襲
っ
た

大
雪
で
あ
る
。
こ
の
災
害
で
は
道
路
、
鉄
道

等
の
交
通
機
関
が
寸
断
さ
れ
、
各
地
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
雪
害
対
策
の
抜

本
的
拡
充
の
必
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
た
。

こ
れ
を
契
機
に「
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措

置
法
」
が
1
9
6
2
年
に
制
定
さ
れ
た
。
こ

の
法
律
は
、
豪
雪
地
帯
に
お
い
て
、
雪
害
の

防
除
そ
の
他
産
業
等
の
基
礎
条
件
の
改
善

に
関
す
る
総
合
的
な
対
策
を
樹
立
し
、
豪

雪
地
帯
に
お
け
る
産
業
の
振
興
と
民
生
の

安
定
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
豪
雪
地
帯
お
よ
び
特
別
豪
雪
地

帯
の
指
定
、
豪
雪
地
帯
の
対
策
の
基
本
と

な
る
豪
雪
地
帯
対
策
基
本
計
画
の
策
定
お

よ
び
そ
の
基
本
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
係

わ
る
優
遇
措
置
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
豪
雪
地
帯
対
策
基
本
計
画
は
、過
去

の
豪
雪
災
害
の
た
び
に
、そ
の
課
題
を
改
善

す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
盛
り
込
み
、最

近
で
は
、2
0
1
2
年
に
改
正
さ
れ
た
。
こ

の
改
正
で
は
、雪
に
強
い
安
全
・
安
心
な
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
克
雪
対
策
を
促
進
す

る
こ
と
、
親
雪
・
利
雪
の
観
点
か
ら
、
雪
や

地
域
の
文
化
を
活
用
し
た
産
業
振
興
と
地

域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　

一
方
、
昨
年
度
の
冬
も
首
都
圏
や
北
陸

地
方
で
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
被
害

が
あ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
雪
が

少
な
い
太
平
洋
側
地
域
で
の
記
録
的
な
大

雪
や
雪
が
降
る
地
域
に
お
け
る
集
中
的
な

豪
雪
に
よ
り
、
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
や
住
民
生
活
に
大
き
な
支
障
を

き
た
し
た
。
年
々
高
齢
化
・
過
疎
化
・
人

手
不
足
等
の
社
会
情
勢
の
変
化
が
進
む
日

本
で
は
、「
今
後
も
こ
の
雪
と
ど
う
向
き
合

う
か
?
」
は
国
民
全
体
で
考
え
る
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
中
で
も
住
民
生
活
を
支
え

る
土
木
イ
ン
フ
ラ
を
建
設
・
管
理
す
る
土
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木
技
術
者
の
役
割
は
大
き
い
と
考
え
る
。

　

本
特
集
で
は
、
豪
雪
地
帯
対
策
基
本
計

画
に
基
づ
き
雪
に
挑
ん
で
き
た
土
木
イ
ン

フ
ラ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、「
雪
に
対
し
て

ど
う
向
き
合
い
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
実

施
し
て
き
た
か
、
ま
た
、
雪
を
ど
う
利
用
し

て
い
る
か
」
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
最
近
の

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
象
環
境
の
変
化
や
、

高
齢
化
・
過
疎
化
な
ど
の
社
会
構
造
の
変

化
、
ま
た
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
作
業
に

携
わ
る
人
手
の
不
足
な
ど
の
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
す
る
今
後
の
豪
雪
対
策
の
あ

り
方
に
つ
い
て
模
索
す
る
。

　

は
じ
め
に
、
日
本
に
お
け
る
豪
雪
地
帯

の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

　

次
に
、土
木
イ
ン
フ
ラ
の
対
策
事
例
と
し

て
、
高
速
道
路
の
雪
氷
対
策
の
高
度
化
、
効

率
的
な
除
雪
を
目
指
す
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

構
想
、
雪
処
理
の
担
い
手
不
足
に
対
処
す

る
地
域
連
携
に
よ
る
除
雪
活
動
お
よ
び
除

雪
作
業
を
さ
れ
る
方
々
の
目
線
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。
ま
た
、
設
計
段
階
か
ら
雪
害
対

策
に
配
慮
し
た
整
備
新
幹
線
の
事
例
お
よ

び
大
規
模
な
雪
氷
技
術
で
対
応
す
る
空
港

の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

続
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
利
用
者
や
住
民

へ
の
雪
に
関
す
る
情
報
提
供
の
事
例
と
し

て
、
住
民
意
識
と
減
災
効
果
の
関
連
を
検

証
し
た
研
究
成
果
お
よ
び
気
象
予
報
情
報

や
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
情
報
を
効
率
的
に
情

報
提
供
す
る
事
例
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
雪

を
利
用
し
て
産
業
振
興
と
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
た
事
例
と
し
て
、
雪
室
の
創
設
と

地
吹
雪
体
験
ツ
ア
ー
を
紹
介
す
る
。

　

最
後
に
、
雪
氷
対
策
の
研
究
に
携
わ
る

研
究
者
の
座
談
会
を
実
施
し
、
今
後
の
豪

雪
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

た
だ
く
。

　

豪
雪
地
帯
の
多
い
日
本
に
お
け
る
持
続

可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
環

境
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
適
合
し
効
果
的

か
つ
効
率
的
に
イ
ン
フ
ラ
の
雪
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
産
官
学
の
土
木
技
術
者
は
今
ま
で

以
上
に
連
携
す
る
と
と
も
に
、
土
木
以
外

の
分
野
と
の
連
携
や
、
住
民
の
理
解
、
協

力
、
助
け
合
い
の
体
制
を
築
き
上
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

連
携
や
協
力
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
の

は
、
紛
れ
も
な
く
土
木
技
術
者
で
あ
る
。
本

特
集
が
今
後
も
雪
と
向
き
合
う
土
木
技
術

者
に
雪
と
向
き
合
う
上
で
の
課
題
と
対
策
、

そ
の
な
か
で
の
土
木
技
術
の
あ
り
方
に
つ

い
て
再
認
識
さ
せ
、
雪
と
共
存
す
る
よ
り

よ
い
社
会
を
実
現
す
る
一
助
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
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